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2007年度授業改善研修参加レポート    所属（経済） 氏名 栗原 裕 

 

「研修会等名称」 

 

 大学コンソーシアム京都第 13 回 FD フォーラム 

場所：立命館大学 

期間：2008年 3月 8日～9日 
 

１．研修の内容 
 
このフォーラムには初回以降皆勤です。 
 
今年もほぼ例年と同様、1日目は基調講演、シンポジウム、情報交換会、2日目は
分科会とミニ・シンポジウムの同時進行でした。 

 
例年同様、多くの参加者がありました。 
 
分科会は、キャリア教育の実践と課題、グローバル化する社会に対応した大学教

育、中小規模大学の FD交流、短期大学の可能性を拓く、「学び」の心と初年次教育、
教養教育と第二（初修）外国語教育、FD 義務化時代の教員研修のあり方、授業支
援の新しいあり方、大学における総合的な学生支援と学生相談体制でした。 

 
ミニ・シンポジウムは、FD組織化への挑戦と課題、大学の授業は社会の声に応え
ることができるのか、社会の中の大学でした。 
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２．研修の成果 
 
FD 組織化の挑戦と課題という分科会での報告に興味を持ちました。ボトムアッ
プ型の組織化の可能性を追求したいと考えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．授業への研修成果の反映状況 
 
地域、大学間連携の動きに反映させることができそうです。 
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